
１
講演テーマをご覧になられた時にどのような印

象を受けましたか？

またどのような講演を期待されましたか？

・両テーマとも密接な関係があり、これから１０年

間の目標を立てる良い機会。

・自分たちの世代が今何をしなければならない

か、タイムリーな話題。

・難しい話題。

・あまり興味がなかった。

・シビアな、耳のいたい話。

・本当におもしろいの？

・講師の肩書きに驚いた。

・１，２年先がわからないのに１０年後が考えられ

ない。

２
各講演をお聴きになった感想を記入下さい。

研修「ライフイベントに備えるあなたのマネープラン」

・理想と現実のギャップの大きさを痛感した。

・各ライフイベントにおける経済負担の中、いか

にライフスタイルを充実させるかを考えさせら

れた。

・今後の生涯設計を真剣に考える手段として役だ

った。

・将来を不安に思いながらも、今何をすべきか考

えるきっかけとなった。

・お金という身近な話題であり、データ等ふんだ

んに使われ判りやすかった。

・先立つものはお金という意識はあったものの、

改めて計画性をもった貯蓄の必要性を感じた。

・世間の年収の多さに驚いが、マイホームに向け

貯蓄することを決意した。

・個人として考えることは少なく、専門の人から

聞けてためになった。

・ライフプランニングの必要性は十分理解した、

しかしケチにはなりたくない。

講演「環境問題の昨日、今日、明日～そしてあなたは……」

・エネルギーは限りあるもの、エネルギー資源の

節約意識をもてた。

・身の回りのさまざまな環境保護対策に驚いた。

・環境問題に対する活動を知る良い機会となった。

・「この程度なら」という気持ちを捨て、出来る

ことから環境改善したい。

・まず出来ることから進んで「ひとりで立つ」と

いうことが、環境問題だけでなく仕事、私生活と

いった生き方そのものに通じるものだと感じた。

・日頃から省エネ、ゴミ分別等環境に配慮してい

たが、一方では自分勝手な行為もあることを痛

感した。

・環境汚染の加害者であることを認識するととも

に、自分の出来ることから地球を守ろうと決意

した。

・自治体の積極的な環境問題への取り組みに驚い

た。

・自分の業務に役立つ講演だった。

・格好優先、イメージアップのエコロジーであれ

「何もしないよりはマシ、それでも広まれば」と

いうことに好印象。

・「被害者意識が高いものの加害者意識がない」と

いう言葉が印象的。

・環境保護＝自分自身の保護、急がず、無理せず、

気長に考えたい。

Ⅳ．アンケート結果
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３
講演をお聴きになり、１０年後をどのように見つ

め、考えましたか？

・具体的にイメージできないが、考えなければな

らないと思った。

・わかってはいるが、まだ真剣に考えられない。

・残念ながらイメージできなかった。

［マネープラン］

・少しでも楽になれるよう今からプランニングし

たい。

・今の繁忙さに目指すべき将来像が描けておら

ず、あるべき姿へのプランニングのきっかけと

なった。

・養育費にこんなにお金がかかるとは……

・今の収入では１０年後は考えられない。

［環境問題］

・環境保全への参画、身近な家庭の中から無駄を

省こう。

・取り巻く環境が豊かになるよう、今出来る小さ

な事を積み上げていきたい。

・「動機はともあれ、何もしないよりはマシ」出

来ることからはじめたい。

・環境関連の仕事、活動に従事したい。環境装置

メーカーとしてのプロ意識が必要。

４
本セミナーの率直な感想をお聞かせ下さい。

ａ． ためになり、おもしろかった ：７２％

ｂ． まあまあ ：２４％

ｃ． つまらなかった ：４％

５
本セミナーに参加され、ためになったことをご

記入ください。

・自分自身を見つめ直せたこと

・他事業部の同世代と交流が出来たこと

・家庭にある無駄を見直すきっかけとなった

［マネープラン］

・破産せずにすみそう

・漠然とではなく、真剣に考えなければ……

・サラ金には手を出すな

［環境問題］

・いろいろな問題が身近なところで起こっている

ことを再認識させられた

・使用するとき、廃棄するときのちょっとした工

夫を考えたい

６
職場環境が異なる同世代と親睦を深めことがで

きましたか？

ａ． できた ：７２％

ｂ． できなかった ：２８％

７
今後、労働組合として企画するセミナーに参

加していただけますか？

ａ． 是非参加したい ：３３％

ｂ． 時間があれば参加したい ：６３％

ｃ． わからない ：４％

ｄ． 参加しない ：０％

８
今後、行う各セミナーにどのようなテーマを期

待されますか？

・個人レベルでのエネルギー節約の方法。

・プロスポーツ選手による講演会。

・世代を超えたイベント。

・各世代に求められる情報は少しずつ異なり、必要と

される情報を質の高いもので提供してほしい。

・国、地方公共団体の福祉制度について。（介護

保険制度等）

・健康、健康食について。

・メディアから得られない話題。

・子育て、子供の教育。

・プロ意識を啓蒙できるもの。草の根活動を統括
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するような人の講演。

・元気な人の話。（聴いていて元気になれるから）

・今回の受講内容を展開させる活動。

・ナチュラルウォチャーの様な活動に少人数で参

加するような活動。

９
労働組合の取り組み、活動について関心があり

ますか？

ａ． 関心がある ：３３％

ｂ． 少し関心がある ：４８％

ｃ． 何とも言えない ：１９％

ｄ． 全く関心がない ：０％

a．、b．とお答えの方に、どのような取り組み、

活動に関心がありますか？

・賃金・一時金交渉。

・会社組織にとらわれない横、世代間のつながり

について。

・執行部の若返りによる今までにない活動意欲。

・福祉活動、同朋学園ボーリング大会。

・社内の若年層、高齢層とのディスカッション等

による意識の共有。

・いかに組合員の組合に対する意識を高揚させる

か。

・会社の経営に関するチェック機能について。

c．、d．とお答えの方に、関心を持てない理由を

お教え下さい。

・今の仕事、生活に不満がないから

・活動に参加する機会が少ない

１０
最後に、今後、労働組合に期待することを記入

下さい。

・更なる組合員の組合活動に対する意識向上。

・若年層の賃金UP、各種手当ての実現（住宅、家

族等）。

・もっと参加しやすいオープンな組合へ。

・労働組合は組合員一人ひとりのものであるとい

うことを理解させる。

・一人ひとりが公平感をもって仕事が出来る環境

づくり。

・たくさんの人が参加し、楽しく過ごせるような

行事を期待する。

・対話の場を定期的に設け、個々の様々な意見を

聞いてほしい。

・安心して働き続けられこと。

・なあなあの意識を改革してほしい。

・播磨、本社、各支社・支店との交流の場を作っ

てほしい。

・誇りを持って仕事が出来る会社を作るためのサ

ポート。

・参加しやすくなれるきっかけづくり。

・組合の枠にとらわれることなく、新たな活動に

どんどん取り組んでほしい。

以 上
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